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あ
る
Q

の
御
芳
情
は
會
員
一
同
の
深
く
咸
激
す
る
マ
J

こ
ろ
で

講
演
に
説
明
に
、
懇
切
に
御
指
導
賜
b
し
中
村
先
生

騨
見
學
解
散
す
る
0

御
多
忙
の
中
セ
毎
回
特
に
臨
場

雨
先
生
の
玉
稿
、
さ
も
に
錦
上
更
に
花
を
添
ふ
る
も
の

王
逍
の
よ
っ
て
末
る
こ
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
矢
野
先

生
の
「
満
洲
は
支
那
に
あ
ら
す
」
の
説
を
載
せ
て
問
題

の
核
心
を
閾
明
し
、
聘
か
貢
献
す
る
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
こ

さ
を
念
頭
ご
し
た
°
鈴
木
先
生
の
漠
詩
、
中
井
、
江
崎

服
部
先
生
の
「
誠
に
就
て
」
の
講
話
セ
掲
げ
て
、
皇
道

に
て
文
書
を
、
水
無
瀬
宮
に
て
賓
物
を
邦
観
、
櫻
井

見
事
此
の
重
大
事
局
を
乗
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
0

巻
頭
に

山
頂
に
て
中
村
直
勝
先
生
の
講
演
あ
り
、
離
宮
八
幡

で
あ
る
0

祖
先
：
ぜ
辱
め
す
子
孫
に
悔
を
残
さ
ぬ
や
う
、

山
崎
騨
下
車
、
離
9

呂
八
幡
、
賓
積
寺
に
参
詣
．
天
王

の
一
路
を
進
み
つ
ヽ
あ
る
。
大
事
な
の
は
「
こ
れ
か
ら
」

十
月
―

-
B

な
ざ
拝
観
す
る
。

豊
太
閤
史
蹟
見
學
第
四
回

殉
難
精
神
の
後
揚
こ
に
よ
り
て
、
歩
一
歩
、
皇
蓮
痰
展

に
立
つ
我
が
帝
國
は
、
皇
軍
勇
士
鮮
血
の
犠
牲
ご
學
國

さ
ん
の
い
の
ち
を
願
は
れ
た
」
秀
吉
の
延
命
祈
願
文

が
い
A

す
ぎ
な
ら
三
十
日
で
も
よ
い
」
マ
J

「
お
つ
か

多
賀
紳
祉
に
参
拝
＂
「
三
年
、

一
年
で
も
い
_110

そ
れ

拝
見
、
八
幡
神
社
に
参
詣
、
長
濱
騨
痰
多
賀
繹
下
車

昨
秋
、
滴
洲
事
愛
突
痰
以
末
一
年
有
餘
、
興
亡
の
岐
路

酒

井

全

太

耶

編

輯

を

終

へ

て

八
六



供
す
る
こ
マ
J
A
し
た
°
遺
稿
蒐
集
に
就
て
指
導
を
賜
b

財
津
先
生
の
遺
稿
を
編
輯
し
て
、
故
先
生
追
慕
の
資
に

ん
で
ゐ
ら
れ
た
毛
詩
研
究
の
業
成
ら
す
、
人
生
威
意
氣
、

功
名
誰
復
論
云
々
の
語
を
僻
世
マ
J

し
て
急
逝
せ
ら
れ
し

し
石
濱
、
柏
原
雨
先
生
及
び
城
野
氏
の
御
盛
力
を
厚
く

戚
謝
す
る
。
堂
友
小
沼
君
天
壽
を
完
ふ
し
て
今
春
安
眠

せ
ら
る
0

本
會
創
立
以
末
の
幹
事
で
あ
る
0

惜
し
い
こ

マJ
で
あ
る
0

本
會
事
業
の
興
隆
は
全
く
碩
學
諸
先
生
の

御
鞭
逹
マ
J

理
事
諸
先
生
の
御
援
助
の
賜
で
あ
る
0

厚
く

御
謁
申
上
る
0

國
家
多
事
の
際
、
諸
兄
の
登
奮
勉
動
を

祈

b
て
や
ま
ぬ
。

で
あ
る
。
平
素
、
も
う
二
三
年
だ
マ
—
仰
つ
し
や
つ
て
築

八
七

學


